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265 ナメクジ ⼩⽇向まこと ⼀般審査員A 16 15 16 17 16 80 ⼩⽇向さんが得意としているパターンですね。ヒトコワの要素と呪い、オカル
トを認める警察関係者。読みやすい話でした。希望にあふれた⼤学⽣活が絶望
に切り替わる過程がリアルでナメクジを呪いに使うのは興味深かったです。⾏
⽥久⼦がナメクジに姿を変える描写は気味が悪い。映像化したら反響が起こり
そう。こんな体験をしたらナメクジがトラウマになってしまうのは分かる気が
しますね。

265 ナメクジ ⼩⽇向まこと ⼀般審査員B 13 14 14 13 12 66 SF怪談でしたね。妖怪かなんかなんでしょうか。ナメクジと魂を交換する理由
が付き合いたいからっていうのが違和感すごかったですが改めてユタはなんで
も出来るんだなと感⼼しました。話を読むたびに新撰組が頭を⽀配していく不
思議な怪談でした。

265 ナメクジ ⼩⽇向まこと ⼀般審査員C 16 17 19 18 17 87 なんとまぁ悍ましいナメクジヒトもどきでしょうか。眼窩からそれらが溢れ出
すシーンはインパクト⼤です。⽇常の⼀体どの瞬間にこのお話のアイデアが思
い浮かんだのか⁈作者さんの頭の中を覗きこんでみたいとすら思えるオリジナ
ルティー溢れる設定。また登場⼈物の名前が新選組メンバーで固めているのも
統⼀感があり、ユーモアポイントを加算しました。

265 ナメクジ ⼩⽇向まこと ⼀般審査員D 7 15 14 17 14 67 個⼈的に、ナメクジを想像しながら読むのが苦⾏すぎて「怪談」としての怖さ
はほぼ感じられなかったです。途中まではヒトコワかな？と思いながら読んで
いましたが、中盤からは怒涛のB級ホラー映画のような展開で温度差が激しい
と感じました。呪いのアイテムとしてナメクジが登場することはあまりなかっ
たのでユーモアを⾼めにつけさせていただきました。最後は巨⼤ナメクジを想
像していたのですが、集合体だったのは少々意外でした。

265 ナメクジ ⼩⽇向まこと ⼀般審査員E 16 18 20 20 18 92 ナメクジが出てくる怪談は初めてでした。⾏⽥久⼦はナメクジの化⾝?ナメク
ジの集合体？ただただ気持ち悪かったです。⾏⽥久⼦の名前もユーモア―が
有って上⼿い！最後の１⾏で、ナメクジの気持ち悪さも(笑)すべてを回収して
くれて⾮の打ち所無しです。

265 ナメクジ ⼩⽇向まこと ⼀般審査員F 18 16 18 17 17 86 いやあ、怖いし気持ち悪いです。勿論、良い意味で。お話も⾯⽩く、映画やド
ラマを⾒ているようで、その世界観に没⼊しました。⼤学のサッカーサークル
という⻘春真っ只中という舞台で起っていく異変。⾏⽥久⼦が何か呪いをかけ
たのか、と思っていたら、『ナメクジの呪い』という噂が流れる。それは単な
る名前の⾔葉遊びではなく、実際に『ナメクジ』を産み出し、操る妖怪だっ
た、という衝撃。⼩梅と神社に訪れた時に出会ったお婆さんが再び登場し、宮
司さんと共に解決に乗り出す展開。⾯⽩さが詰まっていて、全体的に⾼評価で
す。⼩梅を思う翔も素敵ですね。

265 ナメクジ ⼩⽇向まこと ⼀般審査員G 16 18 18 15 17 84 怪談というか、⼀つの話しとしてのクオリティに⾼さを感じたお話しでした。
意外性もあり、また怪談には珍しく話しのテンポの良さならくるユーモアもあ
り、様々の点で⾼得点を付けさせて頂きました！また会話調な⽂⾯も良かった
ですね…読んでいて⼩気味良かったです。そして何より“ナメクジ”の意味です
よね…本当に恐ろしい！！！そういう事だったのかぁとフラグが回収されてい
く辺りがまた⾯⽩くて、前のめりになって読み進めました。個⼈的にはとても
完成度の⾼い⾯⽩いお話しだったと思います。

265 ナメクジ ⼩⽇向まこと ⼀般審査員H 15 20 15 18 15 83 THE⻑編！に相応しい⼤作ですね。ナメクジとキスしてしまった！というセリ
フが、かなり印象に残りました。どこにでもありそうな、⼤学⽣活から⼀気に
⾮現実的になってワクワクしました。⾮現実的な信じられない展開も、ここま
で突き抜けていると、清々しさと⻘春を感じてしまうんですね。⼩梅は本当に
⼩梅なのか…そんな考察もしたくなるような怪談でした。

265 ナメクジ ⼩⽇向まこと ⼀般審査員I 13 13 12 11 10 59 ナメクジにはなりたくないな。っていうか久⼦はナメクジに呪われた⼈？ナメ
クジが⼈間に化けただけ？みんなが元に戻れたからよかったなとは思います
が、久⼦は異界に⾶ばされて、その後はどうなったんでしょうね？病院で寿命
を終えたのと同時に消えたのかな？私の魂が抜かれて⼊れられる⼊れ物は可愛
いものがいいな

265 ナメクジ ⼩⽇向まこと ⼀般審査員J 15 15 17 14 12 73 ナメクジの妖怪が襲ってくるという変わった話で、興味深く⾯⽩かった。
また、⽒名にもナメクジを意味するものとなっていたことも⾮常に良かったと
思う。
終わり⽅は、なんとなく後味が良いような悪いようになっていたことも⾯⽩
かった。

合計 145 161 163 160 148 777

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

274 オモイノカタチ なかま ⼀般審査員A 12 12 11 13 12 60 怖いというよりもなんだか切ないという気持ちが先に出ましたよ。⾃ら命を
絶った⼥⼦⽣徒の声を聞いてしまった男⼦⽣徒がその⽣徒に対して気になって
しまい、家まで⾏ってしまう。⺟⼦家庭で⼀⼈娘を亡くした⺟親にとってみれ
ば、我が⼦のことを弔う⽣徒が来たら喜ぶんだろうな。そして、⼤学進学と同
時に地元を離れた主⼈公に対して、本意じゃないにせよ⽣き霊を⾶ばしてしま
い、家までやってくる。出会う形が違ったらって思いました。

274 オモイノカタチ なかま ⼀般審査員B 13 12 10 10 12 57 死んだ娘を理由にストーカーになる⺟親は確かに怖いですね。ただ理性がある
だけに犯罪スレスレを狙ってしている感じは、まさにサイコパスですね。最後
は結婚したのかはわかりませんが⺟親？娘？どっちと？って考えちゃいまし
た。

274 オモイノカタチ なかま ⼀般審査員C 17 17 18 18 18 88 なんそれーーー！？！？！？
…すごい話を読んでしまった。
何が正気で何が狂気なのか。愛の形も様々なのか、そういう話か？
なんにせよ、最初から最後まで四⽅⼋⽅に感情を引っ張られるジェットコース
ターのような作品で⼤変楽しめた。
ホラーの⼤きな部分はヒトコワの部類ではあるものの、⼼霊部分もちゃんとあ
るのも好印象。
多くの要素をこのレベルで詰め込みコンパクトに纏めるのはかなりの⼒量を感
じた。

274 オモイノカタチ なかま ⼀般審査員D 17 13 15 15 13 73 学校の怪談を解決してしまうという新しい展開で初めからわくわくしていまし
た。そこからヒトコワ、⽣霊と怪談の要素てんこ盛りでちょっと盛り込みすぎ
な気も…完全に創作怪談として、エンタメとして楽しめる作品だと感じまし
た。ただ、亡くなった⼥⽣徒が性的暴⾏を苦に⾃死したのであれば、供養して
くれた、⾃分を悼んでくれる⼈がいた、だけで異性である主⼈公に簡単に気に
⼊るだろうか？というのは疑問です。何年も居座るほどのネガティブな存在に
なっているのであれば、そんな簡単にはいかないのでは？と思います。創作だ
からこそのテンポの良さはありつつ、⼼理描写がやや⽢いように感じました。

274 オモイノカタチ なかま ⼀般審査員E 15 15 20 15 20 85 トイレの怪談から始まり、そして失恋からが急展開過ぎて何とも⾔えませんで
した。それにしても意外過ぎました。⾔及はしていなくて匂わせになっている
けれど、綾⼦さんのお⺟さんとという事なんでしょう。⾃分の⺟親と同年代に
なりますが…年の差なんて⾔うのは野暮ですね。

274 オモイノカタチ なかま ⼀般審査員F 17 14 15 16 17 79 精神的にくる怖さ、というのでしょうか。何か操られるような。最後の展開は
意外でした。最初は学校で霊が出ると噂のトイレで泣き声を聞いた主⼈公の
〝僕〟が、その後、泣き声の主の霊に気に⼊られ、つきまとわれるような展開
のお話かと思って読んでいたら、つきまとうストーカーになったのはまさかの
霊ではなくそのお⺟さんの⽅だった、という。最終的にはそのお⺟さんと
〝僕〟が結婚するという、予想外のお話でした。主さんが幸せになれたならそ
れで良かったはずなんですが、何でしょうね、ハッピーエンドなのにこの複雑
な⼼境は。

274 オモイノカタチ なかま ⼀般審査員G 18 17 18 10 20 83 話の⼊りからとても⾯⽩く、テンポも良かったのでスイスイ読み進めた私で
す。お腹が痛くなってからの件からも、描写が丁寧なので情景がめちゃくちゃ
浮かんできて少しクスッとしながら楽しめました。しかしトイレでのこの出来
事が後に起こる、そして衝撃のラストに繋がるとは！！！！ちょっと予想して
いなかったので、ビックリして何度も読み返してしまいました。なので意外性
は⾼評価です。本当にまさか！なオチに思わず“え？”と声が漏れたほど…しか
しそう考えるともうトイレに⾏った時点からフラグが⽴っていたんですかね…
。でもこれ、魅⼊られた？そして⼈怖⁈にしても結果的に良かった⁈になって
いて、なんとも不思議な感じですよねぇ〜！その辺も⾯⽩かったと思います。

274 オモイノカタチ なかま ⼀般審査員H 20 20 15 20 15 90 この怪談、登場⼈物全員怪しい。⽇常の中の、違和感の連続がそんな気持ちに
させられるからでしょうか。不思議な感覚でした。⽣前に会ったことのない
「綾⼦」に気をかけすぎている主⼈公。⼤学⽣活の恐怖体験は⽣々しく息を飲
みました。「気持ちは届けてました」が怖すぎる。その恐怖体験がすべて肯定
されてしまうオチは過去イチの恐怖を感じました。この怪談は⼼臓に悪いで
す。

274 オモイノカタチ なかま ⼀般審査員I 14 12 12 10 14 62 最後、えーってなりました。綾⼦さんのお⺟さんと。。。そんなことある？
えーって笑。怖かったよりびっくりでした

274 オモイノカタチ なかま ⼀般審査員J 19 19 19 17 18 92 とても嫌で、後味も悪く、怖い話でした。
最初は良かれと思って同情していたが、どんどん、⾃殺した家族の思いに取り
込まれていく主⼈公の⼼情の描写がとても怖かった。
最後もそうなってしまうのかというところで、後味がとても悪くなる話となっ
ていたところが良かった。

合計 162 151 153 144 159 769

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

282 ⼀般審査員A 17 13 16 15 16 77 クラスのカースト⼀軍という単語が最近ぽいなって思いました。神崎さんが以
前投稿した話でも夢に関わるものがありましたが、このパターンで攻められる
と⼈間はきついですよ。ほんと、神崎さんは分かっている。しかも、現在進⾏
形。魂の半分は今も刑場に取り残されている。だから、今も同じ夢を繰り返し
⾒てしまう。それでも、何とか正気を保っているのは多賀先⽣の⾔霊が役に
⽴っているから。この主⼈公は今も戦い続けているけど、完全に巻き込まれ系
の話でこんな末路になるのはたまったもんじゃないわ。

282 ⼀般審査員B 13 15 12 11 12 63 呪われた事により死んでしまうんじゃなく、魂が抜けそこに悪いものが⼊って
悪さをする。妙にリアリティがあって納得がいく話だなと思いました。悪事を
する時は精神的に普通じゃ無いですもんね。世の中の理由のない悪意は魂を抜
かれた⼈が引き起こしているのかも知れないですね。

282 ⼀般審査員C 16 17 15 14 15 77 蒲⽥さんかわいそう！
…とはいえ、悪霊は⼼の弱い時その隙を狙ってくるもの。巻き込まれただけで
何も悪く無くても⼼を強く持たなければならないのは、現代社会に通じるもの
があると感じた。
話の流れ、⽂章⼒、キャラ⽴ちなど、総合的に⾒ても全体の質が⾼く、⾯⽩く
読めた。
メインモチーフがままある夢の中であったり、もっと後味が悪くもスッキリさ
せることも出来たであろう落とし所は、やや評価は分かれるかもしれない。

282 ⼀般審査員D 14 17 16 18 16 81 壮⼤なスケールで楽しませていただきました。「処刑場」といういかにもオカ
ルト要素が漂う場所ならではの陰湿な呪いでした…畜⽣道に堕ちても尚、⼈を
引きずり込む気持ちの悪さ。そして、それを呪いに利⽤する⼈の不気味さと愚
かさが合わさってとても気分の悪い話でした。いい意味で。呪いを解く⽅法が
新しいとは思ったものの、⽚棒を担いでしまった代償もきっちり払うというと
ころが呪いでは誰も幸せにならない、という教訓のように感じました。

282 ⼀般審査員E 20 20 20 18 18 96 タイトルからして⾯⽩くない訳がないって思いながら読み始めました。⿊き四
つ⼿を表す描写も素晴らしくて頭の中で想像が付きました。怖さは今回の作品
の中でダントツでした。⽇常の中で他⼈の不幸を嘲笑う事など結構有ったりし
ますが笹本くんは⼈を呪わば⽳ふたつかな？蒲⽥さんは、嘲笑っても許される
位の仕打ちをされていたのに不条理だな…蒲⽥さんが早く魂の半分を取り戻せ
て、夢から解放されて欲しいと思いました。

282 ⼀般審査員F 18 16 17 15 16 82 夢でも⾃分が刺されたり、ましてや殺されるなんてものは⾒たくない。夢占い
では殺される夢は逆夢といっていい意味で捉えられる場合が多いようですが、
この夢の場合は明らかに呪い、と⾔われているのだから救いようがない。クラ
スのギャルのリーダーとその取り巻きから呪いの効果を試す為に有名な刑場跡
の磔台の⽯を押し付けられた蒲⽥さん。同様に、呪いの効果を期待して⽯を押
し付けられた笹本君。キララ達の本当のターゲットは寧ろ笹本君の⽅だったの
だが、同じ⽯を持たされた事で蒲⽥さんも巻き込まれる形で笹本君のかけた呪
いにかかっていく。そこに⼿を差し伸べた多賀先⽣。ストーリー展開は⾮常に
⾯⽩く読み応えがありました。最後は少しずつ呪いから解かれつつあるけれ
ど、それが気の遠くなるような時間がかかるなんて怖いし、私なら⼼が折れる
だろう。刑場や夢に現れた罪⼈達の異形さは新しさも感じました。

282 ⼀般審査員G 16 18 16 10 17 77 学校でのあるあるな描写に“うわぁやだなぁ”と思いながら読み進めたのです
が、途中からなかなかのグロい描写や表現が上⼿くて、引き込まれてしまいま
した。やはり呪いってかけた⽅にも返ってくるもんなんですね…⾊々と考えて
しまいました。最後はとりあえずハッピーエンドであれ！と期待したのです
が、なんか今でも続いている感じのニュアンスが！！しかもなかなかのヘビー
な夢だったので、これは⾟いなぁと。この夢を断ち切る何か策は無いものかと
願うばかりです。でも内容の濃い⾯⽩いお話しだったと思います。

282 ⼀般審査員H 20 20 10 10 10 70 夢の中とはいえ、残虐な場⾯描写に吐き気がしました。神崎マコトさんの怪談
は、登場⼈物が混乱しないので、最後までしっかり楽しく読めます。今回は最
後まで⾎⽣臭かったですけど…。笹本くんの無敵の⼈感も気持ち悪くて良かっ
たです。世の中の事件のいくつかは、乗っ取った⿊い四つ⼿がしているのかも
…と、そう考えてしまった内容でした。

282 ⼀般審査員I 12 13 13 12 12 62 不気味すぎます。彼⼥が助かればいいのですが。やはり、ひとを呪うのは良く
ないことですね。⾸が取れたあとの姿を想像したら、本当に気持ち悪いなと

282 ⼀般審査員J 15 15 17 14 15 76 夢と呪いが混ざった⾯⽩い話だった。
⼈を呪わば⽳⼆つと夢をうまくまとめている興味深い話と思い、その呪いを解
く⽅法として、主⼈公が夢の中の時間を戻すという苦⾏を超える必要があると
いう⼤変だというところも⾯⽩かった。

合計 161 164 152 137 147 761

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

268 連鎖反応 墓場少年 ⼀般審査員A 15 11 12 15 12 65 実話怪談ぽい話ですね。探せば本当にありそうな話だ。おばさんは怪異が連鎖
するのが分かっていてわざと話したのかな。だとしたらちょっと嫌ですね。
まぁ、S⼦さんも体験者に話しているのでトイレに⾏けなくさせたのは罪です
ね。そもそも百貨店限定に出る幽霊なのか。それとも、伝聞によって怪異が広
まるのかは分からないけど、S⼦さんは閉店したから⼤丈夫じゃないかって
思っているみたい。

268 連鎖反応 墓場少年 ⼀般審査員B 12 14 13 12 14 65 話すと話した⼈が出てくるトイレ、⼥⼦トイレというのが男には関わる事の出
来ない、⼥性専⽤の怪談でした。確かに閉店するなら１度くらい確認したくな
りますよね。でも1⼈では⾏きたく無いので主⼈公はすごいなと思いました。
あと、マネキンとロッカーの話もあって、1話にショート3話ぶち込んできたの
は反則ギリギリの⾏為だと思っちゃいました。

268 連鎖反応 墓場少年 ⼀般審査員C 17 17 17 15 17 83 怪異はきっかけ⼀つで連鎖する。その職場ならではの怪談は説得⼒とオリジナ
ルティーがありますね。最初はただの興味本位で聞いてしまった怪談があれよ
あれよという間に現実世界に介⼊して⾏き気付いた時にはもう新たな怪異に巻
き込まれていた恐怖…演出としても良かったです。ストーリーとしても最初か
ら最後まで伝えたい要所が纏まっており、読み⼿の事も意識して作られた⽂章
構成もまた上⼿かったです。

268 連鎖反応 墓場少年 ⼀般審査員D 18 17 15 17 16 83 ⼀粒で三度美味しい話を読ませていただいてありがとうございます。百貨店は
働いている⽅も含め、⽇々⼤量の⼈が訪れる場所。何かあってもおかしくない
し、実際に何か起きている場所だと思います。⾃分が体験したら怖いけど聞く
のは楽しい、という丁度いいラインでした。実際に年末のデパートで短期間バ
イトをしていた時のことを思い出しながら読ませていただいたので、初めのマ
ネキンの話は本当に怖かったです。そしてこの⽅には「連鎖反応」が起きるか
是⾮試していただきたい。

268 連鎖反応 墓場少年 ⼀般審査員E 18 15 20 15 18 86 トイレに⾏けなくは無いけれど…奥のトイレが閉まっているかは確認しちゃう
と思います。こういうよくわからない変な話が結構怖いんですよね！⽣霊なの
か？⾃分が⼀番輝いていた場所だから想いが残っているのかな？最後の友⼈の
⺟の話がインパクトが有るので、霞んでしまいがちですが、最初の話もコイン
ロッカーの話も怖かったです。

268 連鎖反応 墓場少年 ⼀般審査員F 15 13 13 14 15 70 最後のトイレのお話は、なぜかどこかで聞いたことがあるような気がしまし
た。意外といえば意外だし、それが連鎖する、というのは怖いですが。T百貨
店での怪異の話、個⼈的にはマネキンが動いて⾒えたり、ロッカーに位牌が
あって、線⾹の⾹りがしたり、喪服を着たそこにいるはずのない⼈々が無表情
でこちらを⾒ながら「か…え…せ…」と⾔ってくる⽅が怖い気がするけど、実
際に体験した話、となるとやっぱりトイレから突然⾼笑いしながら⾒知った⼈
が出てくる⽅が怖いだろうか。それにしても、S⼦さん、⼀⼈でそのトイレに
確かめに⾏く勇気があるのが凄いですね。

268 連鎖反応 墓場少年 ⼀般審査員G 18 18 20 10 18 84 構成が⾯⽩いですね〜！⼀度で沢⼭怪異を楽しめる⻑編怪談！！そこに新しさ
を感じたので満点を付けさせて頂きました。⾊々な話が盛り込んであるのに、
全くごちゃつかず全て楽しめて最後にまた違った怖さを体感できる！怪異の宝
⽯箱でしたw  分かりやすい事もあり、ワクワクしながら楽しめる⻑編もなかな
か無いので、本当に⾯⽩かったです！お友達のお⺟さん、良い⼈ですけどある
意味怖いってゆーか…よくよく考えると感じる怖さも良いですねぇ。最初から
最後までずーっと怖かったです！

268 連鎖反応 墓場少年 ⼀般審査員H 12 12 12 18 10 64 なんて軽快で、華やかで、異質で、厭な怪談なんだろう。ショート怪談がいく
つも⼊った⻑編と思いきや最後の怪談が⼀番気持ち悪かったです。娘の友⼈に
話すという友⼈の⺟親が⼀番怖いかも。⼈怖の要素もあって最⾼でした。書き
⼿の「僕」がトイレを我慢している〜というチャーミングな締め⽅も⾯⽩いで
すね。

268 連鎖反応 墓場少年 ⼀般審査員I 14 13 12 12 11 62 話聞いてしまった。私がトイレに⾏ったときもと思わせるお話でした。百貨店
がなくなったからって本当に終わりなのかと不安になりますね。そして友達の
お⺟さんはなぜこの⼦に聞かせようと思ったのか。ゾッとしますね

268 連鎖反応 墓場少年 ⼀般審査員J 17 17 17 18 15 84 ⾮常に秀逸なお話だった。
怖い話の三本⽴てというところも⾯⽩いし、最後の話の体験談は、なぜドッペ
ルゲンガーのようなものが出てくるのかがさっぱりわからないところも⾯⽩
い。
また、最後の主⼈公がトイレを我慢しているところもユーモアが効かせたもの
となっていて、⾮常に良かった。

合計 156 147 151 146 146 746

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

263 ⼀般審査員A 18 16 17 17 18 86 アメリカを舞台にした怖い話というのが珍しいなって思いました。主⼈公が留
学時代に知り合ったフユミとの出会いから始まり、フユミが壊れてしまった経
緯。そして、同時期に起きた殺⼈事件。これがすべてつながった時、主⼈公の
周りに恐怖が襲い掛かってくる。この展開はたまらなかったですね。実写化さ
れたらチェルシーが滅茶苦茶怖くなるかも。

263 ⼀般審査員B 15 13 14 11 13 66 変な⾔い回しもなく、ストレートに進んでいく話がとても読みやすく⾯⽩かっ
たです。フユミを殺さずに次の標的を待つ悪霊の描写には計り知れない怨みを
感じました。本当に些細なことから⼤きな災いを⽣む可能性があるという事を
再認識させられた話でした。最後にどうでもいい事なんですが、夏、秋、冬が
出てきて、春が出てこなかったのは、恨みに雪解けは無いという事ですか？

263 ⼀般審査員C 16 17 17 17 16 83 ⼈間は何処で誰と関わるかが如何に⼤切かよく分かるヒトコワとしみじみ考え
させられる怪談。⻑きに渡る積もりに積もった濃縮された念というのは相当に
タチが悪いです。前半のテキトー⽇本語台詞の数々に笑いながら読みました
が、中盤辺りから打って変わってダークな展開の落差が効いて良かったです。
周りからバタバタと⼈が亡くなってゆく恐怖…次は⾃分かと毎度震え上がる様
なラストの演出的良かったです。

263 ⼀般審査員D 18 16 16 16 18 84 ショートシネマを観ているような気持ちで読ませていただきました。タイトル
から内容が全く想像がつかず、どういうことだろうと思っていましたがそうい
うことかと…⽂章⼒が⾼く、とてもテンポが良く読みやすかったです。細かい
描写がなくとも、情景が分かりやすい且つ読み⼿に想像させる余地がある表現
⼒が素晴らしいと思います。ほんの⼩さな妬みだったりどす⿊い感情が、全て
を台無しにしてしまったのがとても悲しいです。巻き込まれてしまった少⼥の
魂を悼む⼼があればもう少し違う結末があったのではないでしょうか。後味が
悪くいい話でした。

263 ⼀般審査員E 10 5 15 10 10 50 チェルシーがフユミに恨みを抱くのは分かるけど、アキラにまで遡ってまでな
のかな？しかもエミリーは完全に巻き添え。冒頭のナツオの「フユミが⾒つ
かった」は、エミリーと結婚して幸せなのに、なぜフユミを探していたのか？
チェルシーに⾔わされていた可能性は有るけれど…。アキラはナツオに好意を
持っていてフユミと別れるように仕向けたのに、結局エミリーと結婚している
ののにも違和感かな？設定をもう少し丁寧に書いて欲しかったです。

263 ⼀般審査員F 17 15 14 12 14 72 ⼈の恨み、憎しみからくる復讐の念はどこまで影響するんだろう、と考えさせ
られるお話でした。アメリカのヘイトンカレッジで出会ったアキラとナツオと
フユミ。⼈当たりが良く世話好きで⼈気者のナツオがフユミと出会い、フユミ
はナツオに惹かれていき、やがて恋仲に。けれどフユミがナツオの⼦供を⾝
籠った事から事件は始まる。フユミがその事をアキラに相談した事でフユミが
変わり、突然⼀時帰国し、その後は悪い仲間とつるむようになって、最後はド
ラッグ中毒になり死んだ。チェルシー事件で被害に遭った少⼥チェルシーは⾃
分に直接⼿を下した連中だけでなく、その場に居合わせたフユミからそこに居
合わせる原因となったナツオやアキラにまで憎しみの対象が及ぼしていくとい
うのは怖いけれど悲しみも感じる。アキラがナツオに想いを寄せていて、フユ
ミに嫉妬した事からフユミを追い込んだ、という真相は意外でした。すぐに殺
さず、死ぬまでずっと付きまとわれるのは怖いですね。

263 ⼀般審査員G 17 17 15 10 16 75 余り聞いた事の無い様な、国際的な怪談！！何かの物語を読んでいる様な錯覚
に陥る話の進み⽅で、とても興味深く読む事が出来ました。話の内容、時系列
も様々だったんですけど読みやすく纏められていたので、ノンストレスで怪異
を感じることも出来ました。命を絶たれる恐怖はありますが、“死ねない”とい
う事もまた恐怖ですよね…後半に畳み掛ける様な怖さが良かったです。いまで
もチェルシーとは共存しているのでしょうか…現在進⾏形を想像させる終わり
⽅も⾊々と想像できて⾯⽩いお話しだと感じました。

263 ⼀般審査員H 10 15 15 10 10 60 今までにない雰囲気の怪談に感じました。舞台が海外だからでしょうか。悪意
の謎解きのような怪談は、1本のドラマをみたような読了感が感じれて良かっ
たです。海外ドラマのような表現が多くとても場⾯を想像しやすかったです。

263 ⼀般審査員I 12 11 12 12 11 58 とても読みやすい⽂章でした。主⼈公は同性愛者だったのですね。⾃分の気持
ちが成就しないからと。。。ちょっとしたいたずらだったのかもですが、すごい
ことになってしまいましたね。周りの⼈は巻き込まれで、救われないお話です
よね

263 ⼀般審査員J 18 15 18 15 18 84 殺されたものからの恨みの深さを改めて感じさせる怖い話だった。ストーリー
の展開としても徐々に謎が明らかになるところが⼼地よいテンポとなっていた
ので良かった。またキリスト教圏では、聞いたことがないような話という点も
興味深かった。

合計 151 140 153 130 144 718

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

256 ミナホシ様 橘 うみ ⼀般審査員A 14 12 12 13 12 63 最後に出てきた主⼈公、⼆⼈ならば⼤丈夫な気がするとか⾔っていたからミナ
ホシ様に意識が乗っ取られているじゃないですか。志保の⼿を引っ張ったって
ことも、このまま⼆⼈はだめになってしまったのかな。《・》を途中で多⽤し
ていたことがなんだか印象に残りましたね。オーソドックスな怖い話だったた
め、そこまでインパクトがあるとは思わないけど、それでも、怖い話としては
⼗分に成⽴すると思ったので平均的な得点にしています。

256 ミナホシ様 ⼀般審査員B 13 12 13 11 13 62 ⽥舎の伝承をモチーフにして現代版にした感じですね。好奇⼼で危険な⽬に遭
うのは⼦供が多いですが友達がミナホシ様に⼊られていたのか⼥の⼦を好きと
思う気持ちがそうさせたのかはわかりませんが、帰る先が⽔の中なので⽔死体
で発⾒されるか⾏⽅不明になるかですかね。でも、もし1⼈で川辺に⾏ってい
たら⼈じゃない姿を⾒れたかもしれませんね。

256 ミナホシ様 ⼀般審査員C 17 16 17 16 17 83 まず都市伝説、⼟着信仰等のジャンルは個⼈的に好きです。物語の進⾏もじん
わりと丁寧に展開してゆくのも良かったです。⽔辺とバケモノの相性は抜群で
すね。深⼊りは禁物のバッドなエンドがグッドでした。嗚呼ミナホシ様、ミナ
ホシ様、声に出してその名を呼びたいミナホシ様…皆欲しい…⁈コチラに介⼊
してきそうなのもリアルティーがありイイ…。

256 ミナホシ様 ⼀般審査員D 13 14 11 16 15 69 ⺠族学ではなく⺠俗学、です。⻘春要素もありつつ、ちゃんとオカルト要素も
あり創作怪談としては⾯⽩かったです。情報を集めつつ、簡単な儀式で呼び出
せる怪異であれば、試したくなるのも分かります。分かりそうで分からない、
名前の由来すら判然としない。そんな存在がいたらわくわくしてしまうのは当
然でしょう。ただ、この⼿の話によくある出会った⼈はみな連れて⾏かれる、
ミナホシ様にされてしまうのであれば誰がこれを伝えているのか。どうやって
そこまで様々な姿があると知られることになったのかが都合よく描かれていま
せん。情景や⼼理描写が丁寧な分、『｜神《・》』のような独特の強調の仕⽅
が気になるし、何か意味があるのか構えて読み進めたものの何の意味もなくて
強調した意図が理解できません。そこの部分で

256 ミナホシ様 ⼀般審査員E 15 18 20 15 18 86 ミナホシ様の設定に新しさを感じて、惹かれて読みました。最後⼆⼈でミナホ
シ様に会いに⾏くところで、どちらかがミナホシ様になるのではないかと読め
てはいましたが、最後まで読んで、もしかしたら最初からミナホシ様だった
の？いつから？と思って最初に戻って、もう⼀回読みました。⼆回⽬も違う視
点で楽しめました。

256 ミナホシ様 ⼀般審査員F 15 14 14 15 16 74 その⼟地での噂や伝承の類いの怖い話かな、と思っていた主⼈公の⼆⼈。⾊々
詳しい⼈に話を聞くと、それは化け物とかではなく⽔の神様だという。けれ
ど、神様とは⾔いながらその姿は⾒る⼈によって違うようだから、神様そのも
のの姿を⾒た者はいない。⾚い⽬をしている、という特徴で、それがミナホシ
様だと判断してきたようだが、⼈に擬態する神様？その都度容姿を変えて現れ
る？何とも不思議な神様だな、と。けれど、⾚い⽬というのは神様っぽくない
し、不気味な感じがする。駄菓⼦屋のおばあちゃんからはミナホシ様には会い
に⾏くな、と忠告されたにも関わらず、やっぱり⾏っちゃうんですよね。結
局、ミナホシ様はまさかの〝僕〟だった、というオチになる訳ですが、そこは
意外性もありましたね。〝僕〟は志保と会う直前にミナホシ様になってしまっ
たのかな。神様というよりは妖怪っぽくて⾯⽩いお話でした。

256 ミナホシ様 ⼀般審査員G 15 15 16 10 16 72 ⺠話の様などことなくノスタルジックな感じもするお話しで、会話やおばあ
ちゃんとのやり取りなど、ほっこりしたり、⽬を細めたくなる場⾯もあったの
ですが、後半どんどんと怖くなり、末⽂で怖さMAXでした！読みながらきっと
いつかは川に⾏ってみるんだろーなと予想はしていたのですが、そーきたか！
の展開がとても⾯⽩かったです。やはり余り⾸を突っ込まない⽅が良かったの
か⁈でもやはり好奇⼼には勝てなかったのか…。⾊々と考えてしまいました。

256 ミナホシ様 ⼀般審査員H 15 10 10 10 15 60 ミナホシ様に魅了されてしまった幼馴染の志保と、主⼈公の温度差にワクワク
しました。最後の志保のおかげかも…の意味が読了後に闇深い事に気付いて、
ゾクっとしました。テンポよくまとまっていて、とても読みやすい怪談に感じ
ました。個⼈的に、主⼈公視点でストーリーが進⾏していたので、主⼈公の憑
きエンドは辻褄が合わないような気がしてしまいました。

256 ミナホシ様 ⼀般審査員I 12 11 12 10 12 57 ん？殺されちゃうって終わりもあるの？会った⼈たちが殺されちゃうってな
かったよね？⽔の中ってことは殺されたのよね？えー⽣きてる⼈間がなっ
ちゃったの？あれ？私が読み落とした？こわっ

256 ミナホシ様 ⼀般審査員J 14 15 18 15 19 81 神様をUMAと認識しながら、怖いもの⾒たさで出ていたたときにまさかの主⼈
公がそのものだったという最後の最後まで想像させてこなかったところが⾮常
に⾯⽩かった。地元に伝わる伝承に対してもリスペクトが必要だと改めて思わ
せるところも良いと思う。

合計 143 137 143 131 153 707

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

278 カエッコサマ 半分王 ⼀般審査員A 18 15 18 16 18 85 昔からある⼟着信仰と⽣贄によって集落を繫栄させる話。ばあちゃんが必死に
主⼈公を守っていたんですね。そして、両親も主⼈公を守るために犠牲になっ
た。集落を守るためにそこまでやるかって思いはありますが、そこに住んでい
る⼈にとってみれば特別な場所なんだろうな。「カエッコサマも、きっとお許
しになる」友達からいきなり、この⾔葉を⾔われたら怖いですよ。終盤、主⼈
公のもとにやってくるマキとヒデがこの世のものではないのが分かりますし、
必死に集落に引き戻そうとする感が⾒えていますね。⼀回で怪異が終わらず、
粘ってくるのが悪い意味で執着を感じさせましたね。

278 カエッコサマ 半分王 ⼀般審査員B 12 13 10 10 11 56 ⼟着信仰系の話でもピカイチの理不尽な話ですね。⾎が途切れるのもお構い無
しに⽣贄を求めるのは、異常ですね。ダム関係者の死をもって⽣贄とするなら
わかりますが、村の中から速いスパンで⽣贄を出させるのはちょっと違う気が
します。もはや、信仰にあたいしないと思いました。

278 カエッコサマ 半分王 ⼀般審査員C 16 16 14 14 15 75 基本的には⼤分好きなタイプの話だったし、確実に⾯⽩かったのだが、全体的
にあともう⼀歩。
まずモチーフが良く⾔えば王道、悪く⾔えばありきたりとも⾔える。
まあ⼤好物なのだが、欲を⾔えばもう少し独⾃のセンスが⾒たい。
⽂章⼒も全体的に悪くないが、セリフにキャラ名を⼊れてるのは気になった。
否定はしないが今回は要らない印象。
キャラも⾒た⽬は⽴たせてあるのに、主⼈公との絡みが少なく勿体ない。
なんだよ褐⾊ボーイッシュの幼馴染って…
ロマンスしてくれよ…！
ホラー部分も良かったのは良かったが、予想の範疇でもあったのが残念。
でも全体的に良かったのも確か。続きも気になる感じ。
次回作に期待。

278 カエッコサマ 半分王 ⼀般審査員D 12 13 15 14 13 67 ⽂章⼒がしっかりあるので「」前の名前は不要です。テンポよく進んでいるの
に突然読みづらさが出て流れが悪くなってしまいます。細かいことですが、主
⼈公が18歳に頃は携帯電話よりまだポケベル全盛期の頃だと思います。⼩さな
集落に伝わる即⾝仏の恩恵と呪い。この設定は良いと思いますが、即⾝仏とい
うよりほぼ⼈柱では…？穢れなき存在というのは分かりますが、恐らく幼過ぎ
て村に恩恵を与えるのは難しいように思います。⽂章⼒はある分、細かい違和
感が余計気になってしまい怖さ・鋭さがあまり感じられませんでした。

278 カエッコサマ 半分王 ⼀般審査員E 10 10 10 10 10 50 「カエッコサマ」という名前は新しいとは思いますが、限界集落の⼟着信仰、
⽣贄、⽣贄から逃れたのに結局戻ってしまうという話の流れが、何かしらで⾒
聞きした話の踏襲に思えてしまいました。

278 カエッコサマ 半分王 ⼀般審査員F 18 16 16 15 17 82 ⼟着信仰のお話、きましたね。カエッコサマ…。供物と引き換えに願いを叶え
てくれる神様系のお話はよくありますが、本当に本物の神様が供物や対価とし
て⼈の命までも要求するものだろうか。結局、⼈が作り出したエセ神様だから
そんな要求をしてくるのだろう。そう考えると、怖いというか、恐ろしい。⾃
分の集落がダム建設で消えて無くなってしまう。これまで⽣まれ育ってきた場
所が無くなってしまう…。そうなったら、やはり反対する気持ちはよくわかる
し、それでも⽌められないとなったら、最終⼿段として信仰する神様のような
存在に頼ってしまうのも追い詰められた者ならある事かもしれない。それがど
んなに恐ろしい代償を差し出す事であっても。そんな中で、ナオは愛され守ら
れてきたのに、それでも最後は集落に帰ってしまうのは⾮常に切ないですね。

278 カエッコサマ 半分王 ⼀般審査員G 15 18 17 10 17 77 ⼟着信仰や⼟地に古くからある話しなどはとても興味深いものが多いですし、
個⼈的にも好きなのですが、今回のこのお話しは読んでいて後半は涙が出てく
るほど悲しく切なく、読み終えた後もちょっと⾊々と考えてしまう程でした。
⽂書もとても良く纏まっていて、また描写も丁寧だった事もあり情景がとても
浮かんできて、イメージしやすく読みながら⾊々と想像出来ました。なのでよ
り⼀層最後まで読んだ時の悲しさが深く感じられました。おどろおどろしい怖
さは無かったですが、“カエッコサマ”という何かに呪われている様な感じが恐
怖でした。でもその中にも村の⼈達の絆やおばあちゃんの温かさもあり、悲し
いけれど良い話しでもあるなぁと感じました。

278 カエッコサマ 半分王 ⼀般審査員H 20 20 10 15 10 75 誰も幸せにならない怪談に後味が悪すぎて⾼得点をつけさせて頂きました。カ
エッコサマが終始ブレないのが、逆に怖かったです。「タリナイタリナイ…」
の声に何を対価にするのか気になりながら読みました。両親がいないのも、幼
馴染の兄弟がいないのも、⽣贄だったんだと分かった時はゾクゾクしました。
冒頭の⽊彫りのミイラみたいな物がは、⽣贄になった者だと判明する場⾯も追
い討ちをかけるような恐怖を感じました。

278 カエッコサマ 半分王 ⼀般審査員I 14 13 12 11 13 63 村の⾔い伝えみたいなお話はあまり好かきでは無いですが、おもしろかったで
す。みんなに守ってもらって⽣贄にならずにすんだのになぜ村に帰るのか？も
し村を守りたいなら弁護⼠になってからか、もしくはまた村が危機になったと
きでいいのではないかと思いました。今じゃないのではないかと

278 カエッコサマ 半分王 ⼀般審査員J 17 15 15 13 15 75 ⾮常に⾯⽩い話だった。
村の守り神のようなものだが、ナニかの代償が必要であるという悲しい話だっ
た。
最後に主⼈公が決意して戻るということろは、後味の悪さを出しており、良
かったと思う。

合計 152 149 137 128 139 705

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

刑場の⿊き四つ⼿ 神崎マコト

刑場の⿊き四つ⼿ 神崎マコト

刑場の⿊き四つ⼿ 神崎マコト

刑場の⿊き四つ⼿ 神崎マコト

刑場の⿊き四つ⼿ 神崎マコト

刑場の⿊き四つ⼿ 神崎マコト

刑場の⿊き四つ⼿ 神崎マコト

刑場の⿊き四つ⼿ 神崎マコト

刑場の⿊き四つ⼿ 神崎マコト

刑場の⿊き四つ⼿ 神崎マコト

チェルシー 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

チェルシー 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

チェルシー 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

チェルシー 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

チェルシー 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

チェルシー 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

チェルシー 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

チェルシー 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

チェルシー 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

チェルシー 春粉亭（ぱるぷ
んてい）きなこ

橘 うみ

橘 うみ

橘 うみ

橘 うみ

橘 うみ

橘 うみ

橘 うみ

橘 うみ

橘 うみ



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

264 フットインザドア でんこうさん ⼀般審査員A 15 14 13 12 16 70 幼少期に返事をしてしまったから、⿊い何者かに付きまとわれてしまった話は
よくある話だなって思いました。そこまで怖くはないなって思ったけど、⺟親
が亡くなった後に出てきた⺟親の顔をした何者かが出てくる描写はちょっと怖
いなと思いました。実写化したら怖いところかもしれない。主⼈公がミキさん
に聞きたかったことって何だろうか。ここはちょっと気になりましたね。

264 フットインザドア でんこうさん ⼀般審査員B 13 13 12 12 13 63 ⼈の⾝体を奪う者には、霊は勿論のこと悪魔や妖怪などいろいろいますが⼀体
何に⾝体を奪われたんでしょうか。何⼗年もかけてゆっくり確実に相⼿を奪っ
ていくという事は、その者には時間という概念がないように感じます。永遠の
存在から命の限りがある者になりたいと思うのは永遠の中にいても、何も得る
ことが出来ないから、そこを抜け出したいんですかね。

264 フットインザドア でんこうさん ⼀般審査員C 16 15 16 15 16 78 ⽂章としては前置きや説明が⻑く伝えたい部分が薄まりすんなりとストーリー
に⼊り込むのに時間がかかりましたが、真っ⿊な⼈影の描写が⽣々しく⾃分に
成り変わる様はディテールや魅せ⽅がうまかったです。掘り下げる事によって
恐怖演出は活きていました。⻑い⽉⽇を纏わり続けるしつこい霊は単純に怖
かったです。

264 フットインザドア でんこうさん ⼀般審査員D 16 14 17 15 12 74 ミキさんの記憶にある不気味な体験を⼀緒に追体験しているような気が感覚が
して、とても厭な気持になりました。幼⼼につけこんだものの、⼀緒に成⻑し
て曖昧だった姿形が徐々にミキさんに似ていくということは魂が少しずつ吸い
取られてしまったとでも⾔うのでしょうか。段階を経て迫ってくる恐怖を考え
ただけで、居ても⽴ってもいられない気持ちになりました。ただ、思わせぶり
に登場した⼆⼈の従業員の存在は⼀体何だったのか。想像していた結末と違っ
て、⼀捻りあったものの、駆け⾜の展開で理解ができないまま終わってしまい
ました。それまでが丁寧に描写されていただけに余計落差を感じて物⾜りなく
なってしまいました。⻑い⻑い序章のショート作品を読んでいるような、何と
も⾔えない後味です。

264 フットインザドア でんこうさん ⼀般審査員E 10 10 10 10 10 50 何年もに渡って⾃分が奪われていくのは⾯⽩いと思いました。最初に簡単に名
前を教えてしまった事からまさか⾃分⾃⾝が奪われてしまうとは…。簡単に名
前を教えてはいけないけれど、幼稚園くらいの⼦だったら条件反射で答えてし
まうなぁ〜と思いました。

264 フットインザドア でんこうさん ⼀般審査員F 15 13 14 14 15 71 お話、⾯⽩く読ませていただきました。友⼈のミキさんが幼稚園に通っている
頃から起こった異変。最初は⾚ん坊の泣き声のようなものだったのが、ある
⽇、幼い⼦供が⾆⾜らずな⼝調で名前を聞いてきて、あまりのしつこさから怒
鳴りながらも名乗ってしまう。その後、成⻑していくミキさんの前に⿊い⼈形
が現れ、徐々にはっきりと形を成していく過程は不気味で怖い。そしてマネキ
ンのような無感情で、だけど⾃分の顔、声をしたそいつを想像すると益々怖く
なる。結局、⼆年後に再会したミキさんは、元々の友⼈のミキさんじゃなくな
り、成り代わってしまったのか、と⼀瞬思ったのだけど、気になったのが、エ
ミさんやるなぁ、のセリフとか、エリさんはぎこちない笑顔で…とか、名前が
変わっている？それは雇っていた従業員が全部ミキさんとその成り代わり？最
後はちょっと意外というのか、難解なんですが、私の理解が間違っていなけれ
ば、ミキさん、エミさん、エリさん、と3⼈のミキさんがいるという事なの
か、と思いましたが、違うのかな？

264 フットインザドア でんこうさん ⼀般審査員G 15 15 13 10 14 67 物凄い怖さというよりは、じわぁ〜っとくる怖さ。でも状況描写や会話もとて
もリアルだっまたのであたかも⾃分が体験しているかの様な感じで楽しめたお
話しでした。時系列も幼少期から現在でまでと⻑いんですけど、会話や店内の
まったり感と相待ってとても分かりやすく楽しめました。やっぱり後半、そし
て最後ですよね…畳み掛ける様な怖さと異変。最後で⼀気に怖さMAXでした。
お店の落ち着いた雰囲気からの緩急が秀逸だなぁと感じました。

264 フットインザドア でんこうさん ⼀般審査員H

18 15 18 15 15 81

⾚ちゃんみたいな声の「ナニカ」が時間の経過とともに成⻑しつつ要求も増え
ていく…まさにFoot-in-the-Doorですね場⾯描写など淡々と進⾏していく様⼦は
彩度がとことん低い不気味さを感じました。⾁体は誰も死なないけど、魂は死
んでしまう、後味が不味いすばらしい怪談に仕上がっていると思います。ご馳
⾛様でした。

264 フットインザドア でんこうさん ⼀般審査員I 14 12 13 12 11 62 あーミキさんと⿊い⼈が⼊れ替わってしまったんだなと感じたんですが、どう
でしょう？⿊い⼈はなぜミキさんと⼊れ替わろうとしたんでしょうか？なぜミ
キさんが選ばれたのか？謎なままなのが怖いですね

264 フットインザドア でんこうさん ⼀般審査員J 18 18 15 15 15 81 幼稚園の時から徐々にミキさんになろうとして、取って代わっろうとしている
ナニカが、とても怖かった。
ナニよりもそのようなことに対して、恐怖を感じていないミキさんは、すでに
取り込まれているのではないかと思わせるところも良かったと思う。レストラ
ンの繁盛度合いに関しても⽪⾁の効いたユーモアさがあり、味の変化がナニを
意味しているのかを読者に考えさせるところも良かった。

合計 150 139 141 130 137 697

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

257 救う者 きみちゃん ⼀般審査員A 13 11 12 13 12 61 美味い話には必ず裏があるとはよく⾔ったものですね。転校⽣に対するいじめ
をする友達、⾒て⾒ぬふりをする先⽣、虐待をする主⼈公の⽗親。主⼈公の周
りにいる負の感情を⾼める要因を巣⾷う者が何とかしてくれた。そして、⽗親
が倒れた後は役割を果たしたとして、主⼈公と⼊れ替わってしまう。この主⼈
公も同じことをやるんだろうな。きっと。

257 救う者 きみちゃん ⼀般審査員B 14 10 10 10 12 56 霊か悪魔かわからないものと⼊れ替わる話は結構聞きますが転校⽣の⼦の謎す
ぎる死が気になり過ぎて後からの⿊いものとの⼊れ替わりの話がボヤけました
ね。救う者と巣⾷う者もちょっとやりすぎ感があって作品を下品にしてしまっ
ていると思います。転校⽣の話が明確にリンクするともっと⾯⽩くなると思い
ます。

257 救う者 きみちゃん ⼀般審査員C 17 17 17 16 17 84 こ、これは⼀本取られました！そうですか、まんまとやられました。最初から
最後まで⼀気に読めました。そして最後を知った上で改めてもう⼀度読み返し
たいよく出来た納得どんでん返し⻑編怪談。善意の⽪を被ったドス⿊い悪意！
鋭い展開と意外さも⾼いレベルで合わさり、それでいて怖さに対する真摯な取
り組み⽅に思わず拍⼿。

257 救う者 きみちゃん ⼀般審査員D 17 18 18 17 17 87 素晴らしいどんでん返し！最後の展開にぞわっと⿃肌が⽴ちました。⼼優しい
転校⽣は⼀体何者だったのでしょうか。怪異のような存在かと思いきや、家が
あり暖かい家族がいる。これもとても不思議です。それに対して明らかな怪異
の「クロ」という存在。名もないものに名を与えたからこそ、意思を持ち⼼の
隙間に⼊り込まれてしまったような気がします。ただ、この⼦は本当に救われ
て欲しかったのでとても悲しいです。ただ誰かに助けて欲しかっただけだけれ
ど、⼈の不幸の下に成り⽴つ幸福は認められない。『⼈の不幸は⽳⼆つ』そん
な⾔葉が思い出されました。

257 救う者 きみちゃん ⼀般審査員E 10 10 10 10 10 50 「救う者と巣⾷う者」と⾔うのは⾯⽩いとは思いましたが、⾝代わり系の内容
は在り来たりかなと。そして、アコちゃんが何者だったのかが、よく分かりま
せんでした。最初にアコちゃんの名前を明かさなかったのはなぜ？転校したの
に亡くなった？クロがアコちゃんでもないみたいですし…クロの⾝代わり話と
謎のアコちゃんの話と⼆つの話が混在していてアコちゃんの話が完結していな
い気がしました。

257 救う者 きみちゃん ⼀般審査員F 15 14 14 13 14 70 この作品も⼊れ代わり、というか成り代わりといった話になりますね。アオイ
ちゃんは、両親からの虐待やクラスメイトからの苛め等の現状の苦しみから
救ってくれる者と出会った。それは転校してきたアコちゃんだったのか、それ
とも本当はアコちゃんではなくて、クロの⽅だったのか…。救うは巣⾷うに通
じているのでは、とタイトルで予感はありましたが、やはりそうでしたね。ア
オイちゃんは⼼が救われただけなら良かったのに、クロに⾝体まで巣⾷われて
しまった。クロの代わりに暗闇の中に閉じ込められてしまったアオイちゃん
も、またクロと同じように救いを求める者が現れたらその者に成り代わる事に
よってその闇の世界から救われるのだろうか…。

257 救う者 きみちゃん ⼀般審査員G 16 16 15 10 17 74 話の内容が⾯⽩くて引き込まれながらの完読でした。恐ろしい怖さでは無いも
のの、不気味な怖さというか気持ちの悪い怖さを感じたお話しでした。救うモ
ノは確かに救ってはくれたけど、代償がデカいというか…そして連鎖していく
んだろうなぁと思うと怖いですね。⼥⼦同⼠の関係やイジメやその辺の情景描
写もリアルで、怖さに深みが出たかなぁとも感じました。最後もなかなかの
バッドエンドで、⾊々と想像はついていたものの、楽しめたお話しでした。

257 救う者 きみちゃん ⼀般審査員H 10 15 10 5 15 55 怪談の⾔葉遊びが効いている作品。「すくう」が「巣喰う」事は想像出来たの
ですが、どんな⾵に巣喰われていくのか展開を楽しみながら読みました。想像
していたよりSFで、ドラマティックなのに、孤独感が強かったです。怖いより
寂しい。そんな感想を持ちました。アコちゃんの両親が個⼈的に気になりまし
た。佐藤家の視点でのストーリーも興味深そうです。

257 救う者 きみちゃん ⼀般審査員I 13 12 12 11 13 61 すくう。。。最後にあーそのすくうかってなりました。よく考えられてる。お友
達はどこに消えてしまったんでしょうね。本当の親⼦ではなかったみたいで、
そこの謎が解けないのが怖いですね

257 救う者 きみちゃん ⼀般審査員J 18 15 15 13 18 79 願い事を叶えるたびに徐々に魂か何かを巣⾷われているという⾮常に興味深い
話だった。最後にスクウのダブル・ミーニングを明らかにしたところと結果が
リンクしたところが⾮常に⾯⽩かった。

合計 143 138 133 118 145 677


